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【議案審議結果】
新
年
度
予
算

令和４年度一般会計・３特別会計・１企業会計予算
予算関連条例等７件を含む各会計予算は、予算審査特別委員会で審議
☆詳細は４ページで報告

全会一致

補
　
正
　
予
　
算

令和３年度一般会計補正予算(第12号) 
各事業の見込み精査により、歳入歳出　6,341万を増額

令和３年度国民健康保険事業会計補正予算（第２号）
各事業の見込み精査により、歳入歳出　1,405万円を増額

令和３年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
後期高齢者医療広域連合納付金　331万円を減額

令和３年度下水道事業会計補正予算（第４号）
各事業の見込み精査等　1,740万円の減額

令和３年度町立国民健康保険病院事業会計補正予算（第３号）
外来・入院患者の減に伴い繰越実質収支　5,529万円の赤字見込み

全会一致

条
　
例
　
等

町税条例の一部を改正する条例
国民健康保険税の税率改正等 全会一致

公民館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
教育委員会事務局の公民館移転に伴い「団体室」を廃止 全会一致

ないえ温泉施設の設置及び管理に関する条例を廃止する条例
ないえ温泉施設を廃止し、民間事業者による再活用を公募する 全会一致

農業構造改善センターの設置及び管理に関する条例を廃止する条例
農業構造改善センターを廃止し、民間事業者による再活用を公募する 全会一致

農産物加工実習室の設置及び管理に関する条例を廃止する条例
新庁舎建設に伴い、農産加工実習室を廃止し、解体する 全会一致

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例
国の法改正に伴う一部改正

全会一致

令和４年度における町体育館大規模改修事業による休館期間中の公民館使
用料の特例に関する条例
町体育館大規模改修に伴う、休館中の代替利用施設となる公民館使用料
の特例条例

全会一致

第６期まちづくり計画基本構想の改定
新教育ビジョン制定に伴い改定 全会一致

人
　
事

公平委員会委員の選任につき同意を求める
令和４年３月31日で任期満了となる
林　裕章氏、石　僚二氏、山口俊哉氏の再任に同意

全会一致

令和４年度各会計予算は、一般会計・３特別会計・１企業会計合わせて68億1,131万
円を予算審査特別委員会にて審議し、条例改正等、全21議案を原案のとおり可決しま
した。� （議会傍聴者　７名）

第１回定例会で審議された議案  
役場庁舎整備事業（Ｒ４年度～６年度　事業費　約２２億７千万円）
町体育館大規模改修工事（休館期間　５月～１０月の予定）
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【議案審議結果】
■令和３年度一般会計補正予算（第10号）の専決処分の承認

新型コロナワクチン感染症に係る臨時特別給付金経費　１億4,858万円を追加し、総額52億
9,610万円

■令和３年度一般会計補正予算（第11号）
道路排雪経費　6,000万円、公営住宅の空家等の除排雪経費　462万円、新型コロナウイルス
感染症対応地方創生臨時交付金　170万円を追加、財政調整基金積立　6,462万円を減額し、
総額52億9,780万円

■公の施設に係る指定管理者の指定
◎奈井江町寿公園　　　令和４年４月から５年間
　指定管理者として　株式会社　緑宝
◎奈井江町体育施設（町体育館、町民プール）　　令和４年４月から５年間
　指定管理者として　特定非営利活動法人　日本一直線道まちづくり研究会

第１回臨時会 ２月１日開催

令和４年度　新型コロナウイルス感染症対策地方創生臨時交付金実施計画概要
　住民に対する支援関係
　　●町プレミアム付き商品券発行事業�� �1,235万円
　事業所等に対する支援関係
　　●商工業感染対策環境整備・消費拡大事業�� �1,053万円
　　●中小企業振興保証融資特別資金�� �702万円
　　●主食用米生産支援給付金事業�� �1,600万円
　　●事業応援給付金事業�� �1,200万円
　公共施設・防災備蓄等関係
　　●公共的空間安全・安心確保事業�� �69万円
　　●緊急時等情報発信強化事業�� �339万円
　　●統合型GIS導入事業�� �1,226万円
　　●防災活動支援事業�� �260万円
　　●学校感染症対策事業�� �374万円
　　●学校行事等バス借上事業�� �38万円
　　●学校保健室空調設備整備事業�� �206万円
　　●体育施設感染症拡大防止事業�� �1,077万円
　　●認定こども園感染対策事業�� �130万円
　　●保育ICTシステム導入事業�� �197万円
　　●公園施設感染症拡大防止事業�� �76万円
　　●町立国保病院感染防止事業�� �700万円
 合計　１億482万円　

【決議】
決　　議　　書　　名 提　案　者

ロシアによるウクライナへの軍事侵略に対する決議　　 大関　光敏議員

全会一致で可決。 ※Ｐ５に掲載

【請願・意見書審査結果】
意　　見　　書　　名 提　案　者

コロナ禍での消費拡大対策の強化と水田活用の直接支払交付金の見直しに
関する意見書 竹森　　毅議員

全会一致で可決し、内閣総理大臣、財務大臣、農林水産大臣に提出しました。
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令和４年度 一般会計等５会計の
予算総額 68億1,131万円

各会計の予算額
会　　　　　　計 令和４年度 令和３年度 増　　　減

一 　 　 般 　 　 会 　 　 計 52億   700万円 47億2,300万円 4億8,400万円

特別
会計

国 民 健 康 事 業 会 計 1億8,100万円 2億   200万円 △　2,100万円
後 期 高 齢 医 療 特 別 会 計 1億   880万円 1億   960万円 △　80万円
下 水 道 事 業 会 計 3億9,870万円 4億   350万円 △　480万円

町 立 国 保 病 院 事 業 会 計 9億1,581万円 11億2,179万円 △　2億598万円
合　　　　　　計 68億1,131万円 65億5,989万円 2億5,142万円

※　一般会計　…　庁舎整備 2億4,789万円増
　　　　　　　　　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金等 1億2,221万円増

令和３年度末
繰越実質収支見込

令和４年度当初予算
単年度実質収支 繰越実質収支

国民健康保険病院事業 △　5,529万円 3,828万円 △　1,701万円

※ 　令和４年度　単年度実質収支は黒字であるが、院長等の人件費と退職手当組合負担金が今年度
は減額のため。（約7,200万円）

一般会計から各会計への繰出金　
会　　　　　　計 国・道補助金分 町持出分 計

国 民 健 康 事 業 会 計 2,780万円 1,733万円 4,513万円
後 期 高 齢 医 療 特 別 会 計 2,349万円 1,257万円 3,606万円
下 水 道 事 業 会 計 1億6,036万円 6,872万円 2億2,908万円
町 立 国 保 病 院 事 業 会 計 2億3,724万円 1億1,760万円 3億5,484万円

合　　　　　　計 4億4,889万円 2億1,622万円 6億6,511万円

令和４年度基金残高見込み
R3年度末見込 積　立 取　崩 R4年度末見込

財 政 調 整 基 金 4億4,567万円 23万円 5,237万円 3億9,353万円

減 債 基 金 6,406万円 0 0 6,406万円

地 域 振 興 基 金 1億3,142万円 4,422万円 5,217万円 1億2,347万円

農業担い手育成基金 3,588万円 1,518万円 1,897万円 3,209万円

公共施設整備等基金 4,180万円 4,000万円 3,448万円 4,732万円

役 場 庁 舎 整 備 基 金 2億7,839万円 3,021万円 2,429万円 2億8,431万円

森林環境譲与税基金 487万円 311万円 134万円 664万円

中小企業振興保証融
資 感 染 症 対 策 基 金 385万円 349万円 185万円 549万円

合　　　　計 10億   594万円 1億3,644万円 1億8,547万円 9億5,691万円
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「議員報酬等に関する調査特別委員会」の中間報告
議員定数について

　平成27年より９名体制で取り組んでいますが、現状同規模町村の中でも少なく、定数削
減は議会活動の低下や民意の反映に影響することから、現時点では取り組まない

議員報酬について
　現状を総合的に協議した結果、他町の議会や奈井江町の特別職・職員は一時的な引き下げ
としたが、奈井江町議会では恒久的に引き下げたことが現在の格差を生んだことから、こ
れを解消することとし、この考え方について、10月21日に開催された議会懇談会において、
参加頂いた町民各位のご理解も頂いた事を踏まえ、次期改選後の議員報酬を引き下げる前の
金額に戻すこととする。

（単位 円）

議長 副議長 委員長 議員

現　　　在 262.000 208.000 190.000 174.000

引き下げ前 276.000 219.000 200.000 183.000

差　　　額   14.000   11.000   10.000     9.000

期末手当について
　毎年検討し、人事院勧告とは別に独自に判断をしてきており、現在4.15カ月としています
が、現状の人事院勧告の4.30カ月や近隣と比較しても低い水準となっている。これまで独自
に減額してきたことは意義ある事ではありますが、次期改選後においては、町三役に準じた
支給とする。

　以上の中間報告を踏まえ、町に「特別職等報酬審議会」での審議を要請いたしました。

ロシアによるウクライナへの軍事侵略に対する決議
　本年、２月24日に開始されたロシア軍によるウクライナへの侵略は、明らかに同国の

主権及び領土の一体性を侵略し、武力行使を禁ずる国際法の深刻な違反であり、国連憲章

の重大な違反であって、断じて許されない行為である。

　こうした力による一方的な現状変更は欧州にとどまらず、アジアを含む国際社会の秩序

の根幹を揺るがしかねない極めて深刻な事態であり、看過できるものではない。

　ロシアは、国際社会から強い自制の求めにもかかわらず侵略行為を続け、人々に甚大な

苦しみと無用な犠牲者を生んでおり、さらなる市民への被害の拡大も深く憂慮される。

　よって、奈井江町議会は、今般のロシアの侵略行為に対し強く非難するとともに、ロシ

ア軍の攻撃停止と即時撤退、及び国際法の遵守を強く求めるものである。

　以上、決議する。

令和４年３月16日　　　北海道空知郡奈井江町議会
※決議とは・・・

　議会が行う事実上の意思形成行為で、政治的効果を狙い、あるいは議会の意思を対外的に表明する

ために行われる議会の議決のことです。決議の内容は、当該議会（自治体）の公益に関する限り、広

範な問題も可能です。（例：平和に関する意思を表明するもの、法的効果を狙うものなど）
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予算審査特別委員会
令和４年３月10日・11日

主な Q & A

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
応
援
大
使
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

問 

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
市
町
村
応
援

大
使
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
経
費
１
８

１
万
６
千
円
の
内
容

答 

企
画
財
政
課
参
事

す
で
に
実
施
し
ま
し
た
成
人

式
の
際
の
選
手
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
、
小
中
学
校
の
卒
業
式
、
入

学
式
へ
の
祝
電
の
対
応
等
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
と
連
絡
を
取
り
進
め

て
い
ま
す
。

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
か
ら
決
め
ら

や
す
い
居
場
所
づ
く
り
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

答 

副
町
長

子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
の
確

保
か
ら
当
面
２
館
体
制
で
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
北
町
の
屋
根
の
改
修
等

を
予
算
化
し
ま
し
た
。

南
町
の
児
童
館
の
壁
に
亀
裂

が
見
つ
か
り
内
部
損
傷
が
ひ
ど

く
修
繕
に
は
相
当
な
経
費
が
掛

か
る
こ
と
、
こ
の
ま
ま
利
用
す

る
こ
と
は
危
険
が
伴
う
の
で
、

早
急
に
会
議
を
開
催
し
南
町
児

童
館
の
取
扱
に
つ
い
て
結
論
を

出
し
て
い
き
た
い
。

間
口
除
雪
、
屋
根
雪
補
助

問 

今
年
も
大
雪
だ
が
利
用

状
況
は

答 

保
健
福
祉
課
長

間
口
除
雪
で
は
昨
年
度
27

件
、
今
年
度
20
件
で
若
干
減
少

し
て
い
ま
す
。
予
算
で
は
労
務

単
価
の
増
加
に
よ
り
増
額
と
し

て
い
ま
す
。

主な Q & A質疑あれこれ

れ
た
内
容
が
示
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
に
沿
っ
た
形
で
進
め
て
い

き
ま
す
。

ヒ
ー
ロ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

し
た
選
手
に
特
産
品
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
３
回
程
度
、
応
援
ツ
ア

ー
が
１
回
、「
な
ま
ら
う
ま
い

っ
し
ょ
！
グ
ラ
ン
プ
リ
」
へ
の

参
加
、
11
月
下
旬
頃
選
手
２
名

が
奈
井
江
町
に
来
て
学
校
訪
問

や
町
民
と
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

定
住
促
進
対
策
助
成
金

問 

補
助
金
の
内
訳

答 

企
画
財
政
課
参
事

近
年
の
実
績
を
踏
ま
え
新
築

住
宅
購
入
助
成
が
前
年
よ
り
３

戸
増
の
11
戸
、
中
古
住
宅
購
入

助
成
が
前
年
度
１
戸
減
の
７

戸
、
賃
貸
住
宅
家
賃
助
成
は
前

年
度
５
戸
増
の
32
戸
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
は
30
戸
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

問 

新
築
住
宅
を
増
額
し
た

こ
と
は
評
価
す
る
が
、

中
古
住
宅
を
減
ら
し
た
こ
と
は

空
き
家
対
策
の
観
点
か
ら
も
疑

問
で
あ
る

答 

企
画
財
政
課
参
事

予
算
の
見
込
み
が
立
て
ず
ら

い
の
が
実
態
で
す
。

申
請
の
枠
を
設
け
る
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
申
請
が
あ
っ

た
も
の
は
補
助
を
出
し
て
い
く

と
い
う
姿
勢
で
今
後
も
進
め
て

い
き
ま
す
。

役
場
庁
舎
の
除
排
雪

問 

工
事
期
間
の
駐
車
場
の

確
保

答 

総
務
課
長

庁
舎
建
設
に
伴
い
、
役
場
庁

舎
構
内
の
除
排
雪
経
費
と
し
て

６
５
９
万
２
千
円
組
み
ま
し
た
。

建
設
が
始
ま
り
ま
し
た
ら
、

職
員
の
通
勤
に
つ
き
ま
し
て

は
、
基
本
徒
歩
で
、
車
で
通
勤

が
必
要
な
方
は
、
公
民
館
の
駐

車
場
を
利
用
す
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

要
望 

工
事
期
間
中
の
駐
車

場
の
確
保
な
ど
、
住

民
の
方
が
安
全
に
来
庁
で
き
る

よ
う
配
慮
願
い
た
い
。

児
童
館
の
運
営

問 

コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
る

が
他
の
施
設
の
利
用
が

増
え
て
お
り
利
用
が
減
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か

答 

保
健
福
祉
課
長

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
利
用
者
が

減
っ
て
い
る
状
況
も
あ
り
ま
す

が
、
一
定
程
度
の
利
用
が
あ
り

ま
す
の
で
子
供
た
ち
が
過
ご
し
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屋
根
の
雪
降
し
助
成
事
業
で

は
、
対
象
者
が
限
定
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
昨
年
度
は
５
件
、

本
年
度
も
５
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。問 

落
雪
事
故
が
発
生
し
て

お
り
、
雪
降
し
助
成
の

要
件
を
緩
和
し
対
象
者
は
増
や

せ
な
い
の
か

答 

保
健
福
祉
課
長

対
象
者
の
拡
大
に
つ
い
て
検

討
し
ま
し
た
が
、
現
段
階
で
緩

和
す
る
と
、
対
象
者
が
非
常
に

増
え
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
令

和
４
年
度
で
緩
和
す
る
こ
と
は

難
し
い
と
い
う
結
論
に
至
り
ま

し
た
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

問 

現
在
３
回
目
の
接
種
を

し
て
い
る
。
接
種
状
況
は

答 

保
健
福
祉
課
長

高
齢
者
の
方
の
96
・
６
％
に

接
種
券
を
送
付
し
ま
し
た
。
そ

の
う
ち
２
月
末
で
60
％
接
種
し

て
い
ま
す
。

18
歳
か
ら
64
歳
の
か
た
は

25
・
８
％
接
種
券
を
配
送
し
、

そ
の
う
ち
56
・
１
％
の
方
が
接

種
し
て
い
ま
す
。

接
種
券
に
つ
き
ま
し
て
は
３

月
末
で
97
％
の
方
に
送
っ
て
い

ま
す
。

問 
集
団
接
種
の
予
定
は

答 
保
健
福
祉
課
長

個
別
接
種
で
か
な
り
進
ん
で

い
ま
す
が
、
集
団
接
種
の
ほ
う

が
受
け
や
す
い
と
の
声
が
あ
り

ま
す
の
で
３
月
26
日
土
曜
日
に

実
施
す
る
こ
と
で
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
４
月
は
ま
だ
決
定

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
４
月
16

日
土
曜
日
に
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

一
般
廃
棄
物
収
集
業
務

問 

委
託
費
用
と
積
算
根
拠

は

答 

建
設
環
境
課
長

市
街
地
の
一
般
ご
み
分
５
２

０
万
９
千
円
、
粗
大
ご
み
分
３

３
３
万
６
千
円
。
農
村
地
区
の

一
般
ご
み
分
７
８
３
万
２
千

円
、
粗
大
ご
み
分
５
０
万
２
千

円
で
す
。

業
務
に
掛
か
る
人
件
費
、
使

用
車
両
に
掛
か
る
燃
料
費
や
消

耗
品
費
に
、
事
務
員
費
、
委
託

業
務
に
お
け
る
経
費
を
付
加
し

た
額
で
積
算
し
て
い
ま
す
。

要
望 

近
隣
市
町
の
見
積
単

価
を
参
考
に
す
る
な

ど
、
適
性
な
価
格
を
導
き
出
す

根
拠
を
明
確
に
し
て
い
た
だ
き

た
い奈

井
江
商
業
高
校
の
支
援

問 

支
援
の
内
容

答 

教
育
委
員
会
事
務
局
長

３
年
生
11
名
に
対
す
る
通
学

費
１
７
５
万
２
千
円
、検
定
料
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
エ
ア
、
制
服

な
ど
で
１
８
５
万
２
千
円
、
学

校
の
Ｐ
Ｒ
活
動
経
費
６
５
万
５

千
円
、
全
体
で
４
２
５
万
９
千

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問 

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
へ

の
学
習
支
援
の
内
容

答 

教
育
委
員
会
事
務
局
長

今
年
度
か
ら
高
校
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
が
始
ま
り
ま
す
。

昨
年
度
は
小
中
学
校
で
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
研
修
会
な
ど
に
参
加
い

た
だ
き
研
修
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
高
校
に
お
い
て
も
、
小
中

学
校
と
同
じ
教
育
支
援
ソ
フ
ト

を
使
い
た
い
と
い
う
希
望
が
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
、
申
し

込
み
の
段
階
で
あ
り
ま
せ
ん
の

で
予
算
計
上
は
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
今
年
度
も
一
緒
に
研
修
で

き
る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

町
立
国
保
病
院

問 
入
院
患
者
の
状
況

答 

町
立
病
院
事
務
長

令
和
２
年
度
１
万
６
，
５
３

４
人
、
令
和
３
年
度
１
月
ま
で

で
１
万
４
，
１
８
３
人
と
い
う

状
況
で
す
。
令
和
２
年
度
１
日

平
均
患
者
数
は
45
・
３
人
の
実

績
で
し
た
が
、
本
年
１
月
末
ま

で
の
段
階
で
46
・
３
人
と
若
干

増
加
し
て
い
ま
す
。

入
院
患
者
の
属
性
は
今
日
45

人
入
院
し
て
い
ま
す
が
、
77
％

の
方
が
町
民
で
す
。

問 

病
床
転
換
に
つ
い
て
の

考
え
方

答 

町
立
病
院
事
務
長

中
空
知
の
協
議
会
が
コ
ロ
ナ

禍
で
２
年
間
開
か
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
話
は
進
ん
で
い
ま
せ

ん
。性

急
に
や
っ
て
し
ま
う
と
後

戻
り
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
時

間
を
い
た
だ
い
て
じ
っ
く
り
細

か
く
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

方
向
性
を
決
め
て
い
き
た
い
。
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遠 

藤
今
後
の
米
作
り
は
独
自
の
戦

略
を
持
た
な
け
れ
ば
米
で
乗
り

切
れ
る
の
か
と
考
え
る
が
、
精

米
施
設
を
設
置
し
、
奈
井
江
米

の
地
産
地
消
の
取
り
組
み
が
重

要
と
思
う
。

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
向

け
、
町
内
飲
食
店
、
各
施
設
へ

の
Ｐ
Ｒ
、
他
地
域
や
コ
ン
ビ
ニ

と
連
携
し
て
商
品
開
発
、
輸
出

の
可
能
性
は
ど
う
な
の
か
、
米

を
扱
う
企
業
の
誘
致
活
動
等
、

こ
う
し
た
戦
略
が
あ
れ
ば
安
定

し
た
米
作
り
が
出
来
る
と
思
う

が
町
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る

の
か
伺
う

町 

長
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
は
農
業
振

興
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
イ
メ

ー
ジ
の
向
上
や
観
光
等
に
も
結

び
つ
き
、
本
町
の
活
性
化
に
と

っ
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。

奈
井
江
産
と
表
示
さ
れ
た
お

米
を
町
内
外
の
多
く
の
方
に
消

費
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思

い
は
あ
る
が
、
精
米
施
設
を
設

置
し
販
売
す
る
に
は
大
き
な
費

用
が
か
か
る
。

過
去
に
Ｊ
Ａ
と
議
論
し
た
が

即
座
に
対
応
は
で
き
な
い
。

輸
出
や
米
を
使
用
し
た
製
造

販
売
は
現
在
の
流
通
の
他
に
、

一
定
量
の
品
質
の
確
保
に
は
課

題
が
あ
る
。

国
に
お
け
る
農
業
政
策
の
転

換
等
の
変
化
に
対
応
し
た
販
路

の
確
保
等
関
係
機
関
と
連
携
し

ここを問う町政

３月定例会では、６人の議員が 統括質問 を行いました。
QRコード を読み取ることで一般質問の音声を聞くことができます。

ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
に
取
り
組

む遠 

藤
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
に
は

米
が
好
調
で
あ
る
が
、
生
産
者

の
顔
が
見
え
な
い
、
こ
だ
わ
り

が
伝
わ
ら
な
い
、
町
の
Ｐ
Ｒ
な

る
も
の
が
な
い
。

返
礼
品
に
は
米
の
リ
ピ
ー
タ

ー
の
方
が
多
く
町
の
応
援
団
と

な
り
得
る
方
も
多
く
、
今
後
関

係
人
口
を
築
き
上
げ
る
に
は
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
し
お
り
等
が
必

要
で
は

町 
長

過
去
に
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

同
封
し
不
要
で
あ
る
と
の
申
し

出
が
あ
っ
た
が
、
生
産
者
の
こ

だ
わ
り
や
、
熱
意
等
返
礼
品
を

通
じ
て
伝
え
て
い
く
こ
と
が
、

奈
井
江
米
を
は
じ
め
、
町
の
Ｐ

Ｒ
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

昨
年
、
町
民
と
ソ
ニ
ー
の
社

員
に
よ
る
「
ま
ち
の
未
来
を
考

え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」　

を
行

っ
た
が　

テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ

る
奈
井
江
産
米
の
ゆ
め
ぴ
り
か

を
有
名
に
す
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
提
案
を
頂
い
て
い
る
が
、

具
体
性
の
高
い
内
容
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
今
後
ど
の
よ
う
に

具
体
化
で
き
る
の
か
検
討
し
て

い
き
た
い

産
地
ブ
ラ
ン
ド
支
援
事
業 

　
　
　

独
自
の
戦
略
が必

要
で
は

町
長 

精
米
施
設
は
対
応
で
き
な
い

遠藤共子

（訂正）
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病
院
の
あ
り
方
検
討
委
員
会

の
答
申
に
対
す
る
取
り
組
み

篠 

田

①
今
年
度
の
成
果
と
評
価
は
。

②
新
年
度
の
取
り
組
み
は
。

町 

長

①
一
定
の
成
果
が
出
て
い
る

・
眼
科
外
来
の
診
療
日
数
削
減

・
院
外
処
方
へ
の
切
り
替
え

医
師
の
派
遣
経
費
や
看
護
師

等
の
人
件
費
等
の
縮
減

・
電
子
カ
ル
テ
の
更
新

内
容
を
精
査
し
、
事
業
費
を

抑
制

②
新
年
度
の
取
り
組
み
は
、

・
現
在
の
取
り
組
み
を
継
続

・
病
床
転
換
は
、
患
者
数
等
の

状
況
を
見
極
め
判
断
す
る
。

病
診
連
携
に
つ
い
て

篠 

田

①
院
長
後
任
の
そ
の
後
の
進
展

は
。

②
「
地
域
医
療
連
携
運
営
委
員

会
」の
本
年
の
委
員
会
開
催
は
。

町 

長

①
北
海
道
大
学
病
院
の
医
局
に

お
願
い
し
て
い
る
が
、
現
在
の

と
こ
ろ
採
用
に
つ
い
て
、
見
通

し
が
立
っ
て
い
な
い
状
況
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
流
行
に
よ
り
、
ま
ん
延
防

止
等
の
措
置
が
継
続
さ
れ
て
い

る
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本

年
に
つ
い
て
も
、
書
面
会
議
と

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

篠 

田
開
放
型
の
共
同
利
用
を
開
業

医
の
先
生
方
と
協
議
し
、
立
ち

上
げ
た
が
、
院
長
が
不
在
の
た

め
、
病
床
は
休
止
し
て
い
る
。

・
今
の
町
立
病
院
が
ど
う
い
う

状
況
に
あ
る
の
か

・
院
長
後
任
の
進
展
状
況

・
委
員
で
あ
る
歯
科
医
師
に

は
、説
明
に
行
っ
て
い
な
い
。

・
何
故
委
員
会
を
開
催
し
な
か

っ
た
の
か
と
い
う
委
員
の
発

言
以
上
の
点
に
つ
い
て
、
情
報
を

共
有
し
、
対
応
等
を
委
員
会
で

協
議
し
て
は
。

町 

長
病
床
の
共
同
利
用
の
休
止
に

つ
い
て
は
、
そ
の
後
の
状
況
に

特
に
大
き
な
状
況
の
変
化
が
あ

る
も
の
で
な
い
。

院
長
先
生
を
は
じ
め
と
す
る

医
療
の
確
保
の
状
況
だ
と
か

は
、
情
報
と
し
て
伝
え
る
。

「
な
い
え
温
泉
」
の

再
開
発
に
つ
い
て

篠 

田

①
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
事
業

所
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
協
力

い
た
だ
い
た
事
業
所
に
対
す
る

対
応
は

②
ど
の
よ
う
な
要
件
で
募
集
す

る
の
か

③
公
募
開
始
の
時
期
は
。

町 

長

①
協
力
い
た
だ
い
た
事
業
所
に

文
書
で
報
告

②
繰
り
上
げ
償
還
の
対
象
に
な

ら
な
い
よ
う
、
温
泉
施
設
な
ど

の
公
共
性
の
あ
る
用
途
へ
の
活

用
、
無
償
で
の
譲
渡
、
ま
た
は

貸
付
を
基
本
に
検
討
す
る
。

公
募
要
項
は
、
作
成
中
。

③
四
月
下
旬
を
め
ど
に
公
募
を

開
始
。

公
募
期
間
…
約
二
ケ
月
程
度

八
月　

…　

事
業
者
を
選
定

「
役
場
庁
舎
の
整
備
」

に
つ
い
て

篠 

田
庁
舎
建
設
に
町
内
の
原
木
を

活
用
し
て
は

理
由

・
資
材
不
足
や
高
騰

・
町
民
が
親
し
み
の
持
て
る
庁

舎町 

長
伐
採
し
て
か
ら
集
成
材
と
し

て
製
品
化
す
る
ま
で
、
乾
燥
等

を
含
め
る
と
最
低
二
年
程
度
は

か
か
る
。
町
有
林
の
活
用
は
難

し
い
。

町
立
国
保
病
院

院
長
の
後
任
は

町
長 

見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い

篠田茂美
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竹 

森
昨
年
５
月
に
農
水
省
は
、「
み

ど
り
の
食
糧
シ
ス
テ
ム
戦
略
」

と
い
う
施
策
を
発
表
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
の
日
本

農
業
を
ど
う
し
て
い
く
か
に
つ

い
て
、
２
０
５
０
年
つ
ま
り
30

年
先
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

し
た
も
の
で
す
。

現
在
、
耕
地
面
積
の
０
・
６

％
で
し
か
行
わ
れ
て
い
な
い
有

機
農
業
を
30
年
後
に
25
％
、
１

０
０
万
ha
に
増
や
す
と
い
う
政

策
で
す
。

特
別
栽
培
米
や
野
菜
の
Ｙ
ｅ

ｓ
ク
リ
ー
ン
栽
培
な
ど
有
機
農

業
で
は
、
他
産
地
よ
り
一
歩
進

ん
だ
取
組
み
を
し
て
い
る
町
農

業
に
一
層
の
支
援
を
お
願
い
し

た
い
の
で
す
が
。

町 

長
国
は
、
国
内
外
で
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ

Ｓ
や
環
境
に
対
す
る
関
心
が
高

ま
る
中
、
農
林
水
産
業
や
地
域

の
将
来
を
見
据
え
た
持
続
可
能

な
食
糧
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
急

務
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
み
ど
り

の
食
糧
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

２
０
５
０
年
ま
で
に
、
農
林

水
産
業
で
CO₂
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
化
の
実
現
、化
学
農
薬
50
％
・

化
学
肥
料
30
％
の
使
用
量
低

減
、
有
機
農
業
を
全
農
地
の
25

森 

山
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
自
主

返
納
者
の
取
り
組
み
で
は
令
和

２
年
度
は
22
名
令
和
３
年
度
で

は
17
名
の
方
が
返
納
さ
れ
、
減

少
傾
向
が
見
ら
れ
る
が
町
長
は

ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

ま
た
こ
の
政
策
を
さ
ら
に
進

め
る
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の

か
町
長
の
考
え
を
伺
う

町 

長
近
年
高
齢
者
に
よ
る
交
通
事

故
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

Ｒ
２
年
よ
り
自
主
返
納
を
促

進
す
る
た
め
に
、
町
営
バ
ス
や

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
無
料
券
、
ふ

れ
あ
い
チ
ケ
ッ
ト
の
配
布
等
を

実
施
し
て
き
た
。
令
和
元
年
度

は
36
人
か
ら
現
在
は
減
少
傾
向

に
あ
り
Ｐ
Ｒ 

不
足
も
あ
る
と

捉
え
る
が
少
な
か
ら
ず
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
も
あ
る
と
考
え
る
。

今
年
度
事
業
の
推
進
に
向
け

警
察
署
に
お
い
て
運
転
免
許
証

の
取
消
通
知
書
の
交
付
を
受

け
、
そ
の
後
役
場
の
サ
ポ
ー
ト

事
業
の
申
請
を
し
て
い
た
だ
く

等
一
連
の
手
続
き
の
流
れ
に
つ

い
て
も
広
報
に
搭
載
し
、
町
外

に
住
む
家
族
の
皆
さ
ん
に
も
理

解
い
た
だ
け
る
よ
う
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
活
用
し
周
知
す
る
。

ま
た
警
察
署
と
の
連
携
に
よ

る
出
張
窓
口
の
開
設
も
新
年
度

実
施
す
る
予
定
。

今
後
町
民
が
よ
り
利
用
し
や

す
い
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
く

％
に
拡
大
す
る
と
い
う
目
標
で

進
め
て
い
く
も
の
で
す
。

現
在
、
本
町
で
は
、
Ｊ
Ａ
新

す
な
が
わ
特
別
栽
培
米
生
産
組

合
で
、
化
学
肥
料
・
化
学
農
薬

の
使
用
を
低
減
す
る
環
境
保
全

型
農
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、
土

地
改
良
事
業
に
よ
る
圃
場
の
大

規
模
化
・
排
水
改
良
な
ど
の
生

産
基
盤
の
整
備
、
土
壌
診
断
に

基
づ
く
適
正
施
肥
に
よ
り
、
CO₂

の
排
出
量
削
減
に
努
め
て
い
ま

す
。今

後
、
こ
の
戦
略
の
目
標
を

達
成
す
る
た
め
に
は
、
農
業
者

一
人
一
人
が
さ
ら
に
環
境
を
意

識
し
た
生
産
活
動
を
実
行
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま

す
。町

と
し
て
も
農
業
の
環
境
問

題
に
配
慮
し
た
中
長
期
的
な
視

点
で
の
施
策
の
展
開
を
考
え
て

い
き
た
い
。

高
齢
者
の
運
転
免
許
証
自
主

返
納
の
促
進
を
ど
う
考
え
る

町
長 

警
察
署
と
連
携
し
出
張
窓
口
の
開
設
を
予
定

森山　務 

竹森　毅

農
業
の
振
興
に
つ
い
て 

　
　
　

「
み
ど
り
の
食
糧
シ
ス
テ
ム
戦
略
」

に
ど
う
取
り
組
む
の
か

町
長 

環
境
に
配
慮
し
中
長
期
的
な
視
点
で

　
　
CO₂
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
と
は

　

CO₂
排
出
量
が
実
質
ゼ
ロ
で

あ
る
こ
と

Point
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大 

関

①
地
域
再
生
推
進
法
人
と
の
関

わ
り
方
は

②
当
町
の
空
き
家
は
何
戸
か
、

又
、
特
定
空
き
家
は
あ
る
か

町 

長

①
空
き
家
の
利
活
用
に
つ
い
て

は
、
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を

活
用
し
た
先
進
事
例
と
し
て
実

績
を
上
げ
て
い
る
鳥
取
県
南
部

町
の
空
き
家
一
括
借
上
制
度
を

参
考
に
し
な
が
ら
制
度
設
計
を

進
め
て
い
る
。

地
域
再
生
推
進
法
人
と
し
て

設
立
予
定
で
あ
る
ま
ち
づ
く
り

会
社
を
指
定
し
、
町
が
業
務
委

託
を
行
い
、
空
き
家
所
有
者
か

ら
固
定
資
産
税
相
当
額
で
住
宅

を
借
り
上
げ
、
水
回
り
な
ど
の

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を
実
施
し
入

居
者
の
募
集
を
行
い
、
原
則
10

年
契
約
で
移
住
希
望
者
等
に
貸

し
出
し
を
行
う
。

②
平
成
29
年
度
の
調
査
だ
が
、

総
住
宅
棟
数
１
，７
６
１
棟
、そ

の
う
ち
空
き
家
は
86
棟
、特
定

空
き
家
は
、86
棟
の
う
ち
9
棟

大 

関

①
Ｃ
Ｓ
設
置
と
伴
う
検
討
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
は
ど
の
よ
う
に

決
め
る
か

②
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は

③
当
町
で
の
必
要
性
は

教
育
長

①
少
子
化
の
中
、
活
発
で
効
果

的
な
学
校
運
営
の
た
め
に
は
校

外
の
地
域
の
力
も
必
要
。

５
名
の
教
育
委
員
会
で
十
分

協
議
の
上
、
学
校
や
保
護
者
、

社
会
教
育
委
員
、
文
化
連
盟
、

ス
ポ
ー
ツ
協
会
、
農
、
商
、
工
、

福
の
関
係
者
、
児
童
生
徒
た
ち

に
も
多
数
参
画
し
て
も
ら
う
。

②
メ
リ
ッ
ト
は
、
校
長
が
作
成

す
る
学
校
運
営
の
基
本
方
針
に

町
民
が
意
見
を
述
べ
る
た
め
持

続
的
に
地
域
性
や
町
の
優
れ
た

点
を
反
映
し
た
学
校
運
営
が
行

わ
れ
る
。

又
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の

範
囲
や
質
が
広
が
る
。

デ
メ
リ
ッ
ト
で
は
、
意
見
集

約
や
調
整
な
ど
で
時
間
を
要
す

る
と
思
う
が
、
必
要
な
コ
ス
ト

と
考
え
て
い
る
。

③
各
事
業
が
単
発
で
は
な
く
、

体
系
的
に
議
論
さ
れ
、
開
か
れ

た
教
育
行
政
、
学
校
運
営
の
た

め
に
重
要
。
土
、
日
曜
の
部
活

動
に
つ
い
て
も
検
討
。

又
、
ス
ポ
ー
ツ
協
会
や
文
化

連
盟
の
加
盟
団
体
も
縮
小
し
、

良
い
意
味
で
再
構
築
の
議
論
の

喚
起
が
行
わ
れ
る
。

空
き
家
対
策

今
後
の
進
め
方
は

町
長 
地
域
内
の
経
済
循
環
の
創
出
を
期
待

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

（
Ｃ
Ｓ
）に
つ
い
て

当
町
に
も
必
要
か

教
育
長 

少
子
化
で
教
育
行
政
も
変
化

大関光敏
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笹 

木
新
規
事
業
の
産
後
初
期
段
階

に
お
け
る
支
援
強
化
と
な
る
産

婦
健
診
事
業
の
概
要
と
、
健
診

助
成
に
つ
い
て

町 

長
出
産
後
ま
も
な
い
時
期
の
産

婦
に
対
し
て
医
療
機
関
等
で
実

施
す
る
健
康
診
査
が
産
婦
健
診

で
あ
る
。
母
体
の
回
復
、
精
神

状
態
の
把
握
等
で
母
子
へ
の
支

援
を
す
る
こ
と
が
非
常
に
重

要
。
医
療
機
関
の
検
査
結
果
や

精
神
的
な
情
報
を
得
て
、
具
体

的
な
保
健
指
導
や
支
援
に
生
か

せ
る
も
の
と
考
え
る
。
一
回
当

た
り
５
０
０
０
円
程
度
か
か
る

健
診
助
成
に
つ
い
て
は
全
額
町

費
で
負
担
し
て
い
き
た
い
。

笹 

木
３
歳
児
健
診
に
お
け
る
弱
視

早
期
発
見
の
た
め
の
視
力
検
査

に
有
効
で
あ
る
屈
折
検
査
機
器

導
入
に
つ
い
て

町 

長
子
ど
も
の
目
の
機
能
は
６
歳

で
ほ
ぼ
完
成
し
強
い
屈
折
異
常

や
斜
視
が
あ
る
と
十
分
な
視
力

を
得
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
３

歳
児
健
診
に
お
い
て
の
導
入
を

教
育
長

新
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
で
読
書
は

重
要
な
施
策
の
一
つ

笹 

木
小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
校

に
顕
著
に
み
ら
れ
る
活
字
離
れ

を
読
書
が
楽
し
い
も
の
と
捉
え

て
も
ら
え
る
環
境
の
整
備
や
読

書
活
動
の
推
進
に
つ
い
て

教
育
長

か
ね
て
よ
り
読
書
の
推
進
を

検
討
し
た
。
現
在
は
精
度
の
高

い
屈
折
検
査
機
器
が
開
発
さ

れ
、
導
入
予
定
の
機
器
に
つ
い

て
も
小
児
科
医
師
よ
り
積
極
的

に
推
奨
し
て
い
た
だ
い
た
。
導

入
後
も
視
覚
異
常
の
早
期
発

見
、
早
期
治
療
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

図
る
た
め
、
乳
幼
児
期
か
ら
就

学
期
へ
と
つ
な
ぐ
習
慣
化
も
有

効
と
捉
え
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
・

セ
カ
ン
ド
・
サ
ー
ド
と
取
り
組

ん
で
い
る
。
子
ど
も
の
読
書
は

言
葉
を
学
び
、
表
現
力
を
高

め
、
想
像
力
を
豊
か
に
す
る
大

切
な
活
動
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
成
長
と
共
に
読
書
離
れ
が

進
ん
で
い
る
現
状
が
あ
る
。
新

年
度
で
は
中
学
校
図
書
室
の
分

類
・
除
籍
・
購
入
に
加
え
図
書

室
の
開
館
時
間
の
改
善
に
取
り

組
み
利
用
さ
れ
や
す
い
図
書
室

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
。

子
育
て
支
援
の
充
実 

　
　
　

産
婦
健
診
の
実
施
概
要
・

屈
折
検
査
機
器
導
入

町
長 

産
後
の
母
子
へ
の
支
援
強
化
・
屈
折
検
査 
機
器
導
入
で
早
期
発
見
に
努
め
る

中
学
校
校
内
図
書
室
の

環
境
整
備
と
読
書
活
動
の
推
進

教
育
長 

子
ど
も
の
読
書
習
慣
は
自
主
性
が
大
切

笹木利津子

　 

ス
ポ
ッ
ト
ビ
ジ
ョ
ン

ス
ク
リ
ー
ナ
ー
と
は

　

検
査
時
間
数
秒
以
内
で
両

眼
同
時
に
遠
視
・
近
視
・
乱

視
が
自
動
測
定
で
き
る

Point
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開
催
日　

２
月
８
日

調
査
内
容

　

〇
実
施
設
計
書

説
明
員　

町
三
役
、
関
係
職
員

参
考
人
と
し
て
北
海
道
日
建
設

計
よ
り
３
名
リ
モ
ー
ト
で
出
席

主
な
質
疑

問 

資
材
高
騰
の
対
応

と
、
確
保
に
つ
い
て
。

答 

物
価
上
昇
等
で
約

８
，
４
０
０
万
円
増

額
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
物

価
上
昇
と
労
務
単
価
の
上
昇

を
見
込
ん
だ
予
算
を
考
え
て

い
ま
す
。
契
約
後
に
急
激
な

物
価
変
動
が
あ
っ
た
と
き
は

イ
ン
フ
レ
ス
ラ
イ
ド
条
項
に

お
い
て
対
応
い
た
し
ま
す
。

　

輸
入
木
材
は
入
手
が
困
難

で
す
が
、
比
較
的
出
回
っ
て

い
る
材
料
を
使
用
し
て
お

り
、
使
用
は
令
和
５
年
４
月

以
降
に
な
り
ま
す
か
ら
確
保

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問 

財
源
内
訳
と
、
事
業
費
増
加

対
応
に
つ
い
て
。

答 

実
施
設
計
で
の
起
債
借
り
入

れ
は
約
19
億
、
基
金
か
ら
２

億
５
千
万
円
と
し
て
い
ま
す
。
基
金

が
３
億
７
千
万
円
に
な
る
予
定
で
す

の
で
そ
の
範
囲
内
に
収
ま
る
と
試
算

し
て
い
ま
す
。

　

19
億
借
り
た
と
き
の
償
還
で
す

が
、
当
初
庁
舎
の
解
体
費
用
は
起
債

の
対
象
と
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
対
象
に
な
る
と
い
う
こ

と
で
す
か
ら
そ
の
分
借
り
入
れ
は
増

え
ま
す
が
、
一
般
財
源
は
減
り
償
還

は
約
４
，
４
７
０
万
円
と
基
本
計
画

よ
り
若
干
減
少
す
る
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。

　

物
価
ス
ラ
イ
ド
が
急
激
に
起
き
て

い
ま
す
が
、
あ
る
程
度
は
起
債
の
対

象
と
な
り
ま
す
の
で
、
基
金
の
範
囲

内
で
対
応
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
４
年
間
の
変
動
も
あ
り
ま
す
の

で
、
可
能
な
限
り
基
金
の
増
設
も
考

え
な
が
ら
、
将
来
的
に
不
安
を
残
さ

な
い
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

役
場
庁
舎
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
報
告

総事業費21億8千万円、工事完了は令和7年8月!!

議 会 懇 談 会
▲

日　時　８月５日（金）
　・昼の部　午後１時30分～午後３時
　・夜の部　午後６時00分～午後７時30分▲

場　所　公民館大ホール

町民に開かれた議会をめざし議会懇談会を開催します！
今回は、グループに分かれて誰もが気軽に話せるようにしております。
どなたでも参加できますのでお気軽にご来場ください。

奈 井 江 町 議 会第６回

お問い合わせ　奈井江町議会事務局　
　　　　　　　Tel　６５－２１６６　　Fax　６５－２８０９
　　　　　　　E-mail　gikai@town.naie.lg.jp
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調
査
内
容
　

農
業
者
数
及
び
農
地
面
積
、
需

給
調
整
の
状
況
、
水
稲
作
況
況
、

品
種
別
作
付
、
主
要
青
果
物
出
荷

実
績問 

水
田
活
用
交
付
金
の
交
付

対
象
の
変
更
の
他
に
何
か

状
況
の
変
化
は

答 
国
の
基
本
的
ス
タ
ン
ス
は

今
の
所
変
わ
っ
て
い
な
い

問 
子
実
用
コ
ー
ン
の
出
口
対

策
の
検
討
は

答 
農
業
者
や
各
団
体
と
状
況

共
有
し
検
討
し
て
い
く

【
委
員
会
か
ら
の
意
見
・
要
望
】

水
稲
に
お
い
て
は
、
作
況
指
数

が
１
０
８
の
「
良
」
と
な
っ
た
が
、

高
温
の
影
響
を
受
け
胴
割
れ
が
多

く
、
製
品
率
は
昨
年
よ
り
10
％
低

い
65
％
で
あ
っ
た
。「
ゆ
め
ぴ
り

か
」
に
つ
い
て
は
基
準
品
比
率
が

95
％
、
低
た
ん
ぱ
く
米
の
出
荷
率

は
57
％
と
な
り
昨
年
を
大
き
く
上

回
っ
た
。

青
果
物
に
お
い
て
は
、収
穫
量
、

販
売
額
と
も
に
減
少
し
た
が
、
市

場
、
消
費
者
よ
り
高
い
評
価
を
受

け
て
お
り
、
た
ゆ
ま
な
い
努
力
に

敬
意
を
表
す
る
。

今
後
も
農
業
情
勢
の
変
化
が
見

込
ま
れ
る
が
、
町
内
産
農
産
物
の

更
な
る
ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
向
け
て

努
力
願
う
。

調
査
内
容　

令
和
３
年
度
町
道
維
持
管
理

（
除
排
雪
）
路
線
、
契
約
状
況
。

除
排
雪
事
業
に
つ
い
て
（
現
地

調
査
実
施
）

問 

雪
捨
場
を
新
設
し
た
が
、

入
り
切
る
か

答 

降
雪
状
況
に
も
よ
る
が
、

そ
ら
ち
団
地
へ
搬
入
す
る

と
コ
ス
ト
や
時
間
が
か
か
る
の

で
、
何
と
か
現
在
地
で
済
ま
せ
た

い
。

問 

融
雪
槽
に
シ
ョ
ベ
ル
が
挟

ま
っ
た
様
だ
が
対
応
は

答 

融
雪
槽
に
破
損
は
な
く
現

場
対
応
を
終
了
、
民
間
業

者
に
安
全
確
認
を
指
導

【
委
員
会
か
ら
の
意
見
・
要
望
】

除
排
雪
体
制
の
充
実
や
流
雪

溝
、
融
雪
槽
の
整
備
な
ど
住
民
と

共
に
雪
処
理
対
策
に
取
り
組
ん
で

き
た
が
、
高
齢
化
の
進
行
等
に
よ

り
投
雪
が
困
難
な
状
況
が
見
ら
れ

る
。国

道
や
町
道
に
お
い
て
見
通
し

の
悪
い
箇
所
が
あ
り
安
全
面
の
確

保
が
懸
念
さ
れ
る
。
今
後
も
進
行

す
る
高
齢
化
を
見
据
え
対
策
を
研

究
願
う
。

冬
期
間
の
道
路
管
理
に
つ
い
て

高
齢
者
対
策
を

研
究
願
う

令和３年度
作況状況について

ブランド確立に
努力願う
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調
査
内
容　

地
域
再
生
計
画
、
地
方
創
生

推
進
交
付
金
実
施
計
画
年
度
別

事
業
内
訳
（
５
年
間
）

地
域
再
生
推
進
法
人
の
概
要

問 

地
域
再
生
推
進
法
人
の

設
立
の
具
体
的
中
身
は

答 

一
般
社
団
法
人
を
設
立

し
、
町
の
理
事
者
職
員

を
含
め
た
中
で
組
織
を
立
ち
上

げ
新
規
採
用
を
予
定
し
な
が

ら
、
職
員
も
兼
業
し
つ
つ
ス
タ

ー
ト
し
た
い
。

問 

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

の
内
容

答 

対
象
と
な
る
に
は
、
総

合
戦
略
に
位
置
づ
け
し
、

国
の
再
生
計
画
の
認
定
を
受
け

る
が
、
す
で
に
認
定
を
受
け
て

お
り
、
今
後
も
取
り
組
み
を
Ｐ

Ｒ
し
、
賛
同
い
た
だ
け
る
企
業

を
募
る
。

【
委
員
会
か
ら
の
意
見
・
要
望
】

国
に
よ
る
従
来
の
中
高
年
齢

者
中
心
か
ら
全
世
代
対
象
と
し

た
分
野
横
断
型
の
仕
組
み
に
変

更
さ
れ
、
本
町
が
進
め
て
き
た

移
住
、
定
住
施
策
な
ど
を
幅
広

く
取
り
組
む
こ
と
が
可
能
に
な

っ
た
。

様
々
な
課
題
を
解
決
す
る
た

め
地
域
再
生
計
画
に
掲
げ
ら
れ

た
事
業
を
着
実
に
推
進
さ
れ
目

標
と
さ
れ
た
将
来
展
望
を
実
現

さ
れ
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
す

る
。

生涯活躍の
まちの取り組みについて

躍動できる
「まちづくり」を

主
人
は
砂
川
市
、
私
は

奈
井
江
町
出
身
で
す
。

私
の
実
家
は
農
家
で
息

子
達
は
そ
こ
で
遊
ぶ
の
が

大
好
き
で
す
。
畑
で
泥
々

に
な
り
、
田
ん
ぼ
で
猫
を

追
い
か
け
、
ト
ラ
ク
タ
ー

や
重
機
に
目
を
キ
ラ
キ
ラ

さ
せ
て
駆
け
回
り
、
奈
井

江
の
お
米
は
さ
い
こ
ー
う

!!
と
モ
リ
モ
リ
ご
飯
を
食

べ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
将
来
の
夢
は

農
家
！
と
言
う
ほ
ど
憧
れ

を
抱
い
て
い
ま
す
。

奈
井
江
町
は
農
作
物
の

生
産
が
盛
ん
で
、
人
と
の

繋
が
り
も
魅
力
の
ひ
と
つ

で
す
。

移
住
の
何
よ
り
の
決
め

手
は
新
築
助
成
、
そ
し
て

子
育
て
支
援
の
取
り
組
み

の
充
実
さ
で
す
。

私
達
に
と
っ
て
は
心
強

く
、
奈
井
江
町
定
住
の
後

押
し
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。こ

の
多
く
の
制
度
を
も

っ
と
広
く
知
っ
て
も
ら

い
、
私
達
と
同
じ
よ
う
に

奈
井
江
町
に
魅
力
を
感
じ

る
方
々
が
増
え
れ
ば
い
い

な
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
い
つ
か
は
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
ー
が
出
来

れ
ば
完
璧
で
す
。

ようこそ奈井江町へ
定住・移住政策の成果により奈井江町へ移住する方が増えています。
今回は、上田さんファミリーです。

  上田さん
　　　ファミリー
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雪
解
け
と
同
時
に
農
作
業

の
忙
し
さ
が
増
し
て
き
ま
し

た
。
今
年
も
お
い
し
い
奈
井

江
米
が
出
荷
で
き
る
よ
う
農

業
者
の
努
力
を
期
待
し
ま
す
。

第
一
回
定
例
会
で
は
令
和

４
年
度
の
予
算
も
成
立
し
４

月
か
ら
新
年
度
事
業
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た

め
に
、
ま
た
町
民
の
方
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
が
執
行
さ
れ
る
よ
う
期
待

を
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

編

集

後

記

表
紙
の
１
枚

　

メ
ロ
ン
の
定
植
の
様
子

発
行
　
奈
井
江
町
議
会

編
集
　
広
報
常
任
委
員
会

委 

員 

長　

遠
藤　

共
子

副
委
員
長　

笹
木
利
津
子

委　
　

員　

大
関　

光
敏

　
　
　
　

篠
田　

茂
美

第２回定例会の（予定）

■日 程
　６月17日（金）

～６月21日（火）
☆一般質問は、６月17日（金）の予定です。

■場 所
　役場３階議事堂

どなたでも傍聴できます。
お気軽にお越し下さい。

お問合せは議会事務局まで
６５－２１６６
gikai@town.naie.lg.jp

議
会
運
営
委
員
会
報
告

２
月
１
日

・
第
１
回
臨
時
会
に
つ
い
て

２
月
25
日

・
第
１
回
定
例
会
の
議
会
運
営
に
つ
い
て

３
月
３
日

・
第
１
回
定
例
会
の
議
会
運
営
に
つ
い
て

３
月
16
日

・
追
加
議
案
に
つ
い
て

広
報
常
任
員
会
報
告

　

議
会
だ
よ
り
26
号
（
４
月
15
日
発
行
）

　

編
集
の
た
め
４
回
の
委
員
会
を
開
催

全
員
協
議
会
報
告

１
月
27
日

・
第
１
回
臨
時
会
の
議
案
説
明
に
つ
い
て

２
月
１
日

・
第
１
回
臨
時
会
に
つ
い
て

２
月
24
日

・
第
１
回
定
例
会
の
議
案
説
明
に
つ
い
て

委
員
会
報
告

Committee

 Report

３
月
３
日

・
第
１
回
定
例
会
の
議
会
運
営
に
つ
い
て

３
月
11
日

・
決
議
案
に
つ
い
て

３
月
11
日

・
一
部
事
務
組
合
等
の
議
会
報
告
に
つ
い

て
・
町
か
ら
の
報
告
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